
日時： 2025年12月13日（土）１４時３０分〜１６時３０分
会場： LIXILショールーム札幌

（〒065-0008北海道札幌市東区北8条東10丁目1-30）
参加費: 無料
内容：１．挨拶 目的 上原 裕之 一社）健康省エネ住宅を推進する国民会議 理事長

           2．来賓挨拶 影山 友規 氏 北海道建設部住宅局建築指導課

３．有識者講演
     講演１ 健康日本21(第三次）の概要と建築・住宅分野との連携への期待

山本 光昭 氏 社会保険診療報酬支払基金 理事（元厚生労働省近畿厚生局長）

講演２ 住環境と健康に関する最新のエビデンスと医療建築連携自治体実践事例
               伊香賀 俊治 氏 一財）住宅・建築SDGｓ推進センター 理事長（慶應義塾大学名誉教授）

４．パネルディスカッション 『命を守る部屋の普及を北海道で 』 （仮）
吉田 貴彦 氏 旭川医科大学 名誉教授
廣田 直行 氏 一般社団法人日本建築学会 副会長
新谷 孝秀 氏 一社)日本住宅リフォーム産業協会副会長
山本 智幸 氏 ホープ 幹事長
福島 明 氏 北海道住宅リフォーム推進協議会 会長
牧 克典 氏 北海道健康省エネ住宅推進事務局
司会）（前出） 上原 裕之

５．総括兼最後の挨拶
吉田 貴彦 氏 （前出）

お申し込み：https://forms.gle/onavb2njgV7sUBWt5

主催：一社）健康省エネ住宅を推進する国民会議 共催：一社）日本住宅リフォーム産業協会
後援：北海道 北海道リフォーム推進協議会 HORP
お問い合わせ 〒575-0013 大阪府四條畷市田原台4-6-2 TEL 0743－79－9103／FAX 0743－79－9153

「命を守るひと部屋」シンポジウム
IN北海道（案）

厚労省の健康政策「健康日本２１」に住環境が入り、自治体は「健康計画」に住環境の
検討が必要で本年度改正の住生活基本法においても同様です。また、地震に対する最
低限の安全性確保として、部分的な耐震化も有効であることが示されています。日本で最
も医療・建築・民間の専門家の理解と連携の進む「兵庫県と神戸市」で官民が知恵を出
し合い「日本のモデル」を目指します

https://forms.gle/onavb2njgV7sUBWt5
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